

















(Hanna)， Mlg (Goldfoil)， M!y (ArJington)， Mlp (P組knon)，Mlk (Kwan)， Mlb (Black 
Russian)， Mla (Algerian)， Mlm (Monte Cristo)， Mlc (Cebada Negra)， mld (Duplex)， 
ml..(W出tChina)， mlo (Nigrate) を決定しtc.(1.lI.3，4.6，O， 9，10.16) Briggsらが実験に供したウ
ドシコ病菌は Californiaに普通発生する race3である.オオムギのウドγコ病菌の生現品
種を決定するために従来使われてきた判別品種は BlackHull-less C.I. 666， Chevron C.I. 















[護学研究第:41巻第2号 59-68頁 195)) (59) 
n.賓験材料及び方法
供試生理品種:19，日年より 1952年の3年聞に日本で採集されたオオムギのウドシコ病菌
Erysiphe graminis hordeiの5系統を供試した.とれらの系統I.n， 1[， LV及びYはW.J. 
Cherewickがオオムギのウドンコ病菌の判別品種として供試した6品種の反応のみでは race
8， 13及び14の3racesとたる.それで前報告では系統E及び町は race8に，系統I及びY
は race13に包含させて置いた.【11)その後改良坊主麦及びCol時sC. A. 772を判別品種に加え
ると 5系統を極めて明瞭に区別できるととがわかった.その結果系統Iを race13，系統Eを












































































合があるから，ととでは憶病型 i，O，lの範囲内にあるものを抵抗性 (R)，1， 2， 3の範囲にあ
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H.s.nigrum (Hor，伽 mspontan出 mvar. transcas_仲間Vav.)，Cauc笛us，六角シパJ)-，.改良
坊主麦のウドシコ病に対する抵抗性の遺伝については既に報告したがJIE〉共通した擢病性品種
との交雑について実験されていたかったので参考のため実験を反復した.
H.s.nigrum， H.E.S. 4 : 抵抗性は完全便性1';.単遺伝子によって支配される.




Weichensiephaner 1: F1は親同様完全な抵抗性 (R)である.F1も R型を示すにも拘わ
らす ，れでM型が分離しているのは抵抗性の弱い遺伝子が含まれているためと考えられる.
それでM型も抵抗性とすると，抵抗性個体と躍病性個体の比は63:1の分離比に適合する.
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>.6 1 299 228 。
>.08 1 299 62 237 。
Goldfoil: S. M. Dietz及ひ'H.C. Murphyはウドシコ病菌のrace4に対するGoldfoilの抵
抗性遺伝子は単劣性であるとし∞， J. S. Tiddはrace6に対する Goldfoilの抵抗性は不完全便




























































たF~ IL:幾つかの races を同時に接種しても』寵病性個体の数は増加したい筈である. H.ふ.nigTU71l
×無葉耳のF~ IL:先づrace13を接種し， 3日後に再てfrace8B，8C， 14及び15を同時に接種する
と，その後3日たってrace13の病斑が現れ，更に3日後には4racesによる病斑が現れた.し
かも4釘ra配ce回sによる病斑は rac白e13に』寵病した個休に7だをけ現れ， r悶ac白el臼3tにC抵抗性を示した佃体
は他の4r悶ac回に対しし3ても同様に高度の抵抗性でaあうつたた. との ζとから Hふ
に対する抵抗性は同一の遺伝子によつて支配されているといえよう.同様にL，て Goldfoil，改













MIJ - H.s.nigrum 























組合セ 交 雑 置T xs・ P 
R M S 
260 26 7 293 1.298 >.25 
1 x 1 ~ H.s.mgrum x Weichen.I 594 1 。 595 
Manmuth x Weichen.I 574 17 。 591 
{ca四 S国 X 六角~~9 【 298 。。 298 
IxI 
295 大政官 x 六角シ ~9 戸 。。 295 
NxN I改良坊主表 x GoldenMelon 234 65 。 299 
y x y I H.Eふ4 x Chevalier 298 。。 298 
{ 時在来 X 岩手メ…ア P戸C 1 298 。 299 















第 5表 異った反応グルF プに属する品種間交雑種のbω13に対するFz試験
岩手
Gol- ~山由H!U|戸foHil 日11'・大政六角 cauca-I品 種 メ;;-:;;細君陵 中泉 Nnuigdurm i-Chev- H.E. ねon 坊主愛 官シ F々ユアリ C 在来 alier S.4 り~ .sus 
~C 。。。 21 。 。 61 16 。。。H・ゅunt.nigrum 291 685335 297 301 694 一 827 286 299 3ω448 
3 3 4 6 1 5 1 14 5 1 1 。Manmuth 318299298 281 6伺 318 695 617 363 894599 614 。。。 。。 1 。。。。Weichen.I 6∞ 2963叩 612 300 一 一 299 696 698 680 301 
。。。 。 。。 9 1 Caucasus 317 茄f '3百 一 296 666 298 613 601 。。。 1 。 。。 s 8 六角!/~ lJ ~ 298 299 300 328 3UO 291 299 298 674 。。。 。 。。 4 “ 。大 政 官 s∞ 300 289 一 598 292 699 S制下 299 
Goldfoil l合古希 1-1J8 346 I 698 
改良坊主変
18 8 45 6 6 一お6 3∞ 748 281 s∞ 。。 1 5 。 。Golden Melon 299 299 300 694 546 463 
。。 1 11 
H.E.S.4 290 596 699 290 置主:分母は供試個体数。。。 5 
分子は構病怯個体数Chevalier お7 3ωs∞ 597 
Nigrinudum |ー ム古 |
散である.
Manmuth， Goldfoi1，改良坊主愛及びNigr加udumについてみると，とれら 4品種は， Wei-
chenstephaner 1との組合せを除けば， どの品種と交雑した場合もいつもFdC沿いて擦病性
個体を生じている.Weichenstephaner 1は3因子雑種の分離をするから，より多くの個体に




Manmuth x CaucasusにはS型を生じていたいが他の品種との組合せの結果からして M担・
muthとCaucasusの遺伝子は遣う筈である.との点倫疑問として残してたきたい.


























が， race13 I'C対して擢病性で他の race8B，8C， 14及び15に抵抗性を示した品種は未完1つ
も見当らなかった.それで本報告ではrace13に抵抗性を示さたい品種あるいは個体はraceBB，
8 C，14及び 15I乞対してもいつも擢病性であるという版定のもとに考察を進めた.若し供試





ない場合は夫kの抵抗性遺伝子は互に異ったものである. との仮定のもとに， Mh (H. $. nig-





るがrace14に対しでは橿病性， M14はrace8B，8C， 13， 14及び151'C対して中等の抵抗性である
が， race8BI'C対しては憶病性， M15はrace13，14及び151'C対しては抵抗性であるがrace8B及





-17 - (67) 
く具っている場合でがある.との場合両遺伝子聞に連鎖関係がなければ両品種を交雑した F，に
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